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プロジェクトに関するお問い合わせ
2. 各種センサーノード/中継機の開発
水位計（超音波センサータイプ（長距離/短距離）、
水圧センサータイプ）、防水温湿度計、罠検知機/ワ
イヤーセンサー、GPS付き防水温湿度気圧計（図8）、
雨量計（桝転倒式、光学式）、傾斜計などの開発と実証
実験を行った。
3. 自助/共助による運用体制の構築
和歌山県内では2019年度の御坊市丸山地区に加え
今年度和歌山市西山東地区にても、地元の自主防災組
織（丸山自主防災組織）や自治会（西山東連合自治会）
からの申請により、河川に正式に水位計を取り付ける
ことが出来た。これは全国的にも初の快挙であり、2020
年6月には、山梨県議会からも視察があった。感染症
拡大時期でなければ、更なる多くの視察が見込まれて
おり、自助・共助による防災対策のモデルケースとし
て活用することが出来た。併せて本学N-2棟201号室
にはシステムの運用およびセンサーノード等の見学設
備を設けた。前述の山梨県議会に加え、和歌山市尾花
市長や和歌山市議会・和歌山県議会メンバーによる視
察もあり、また和歌山市議会・和歌山県議会では議員
質問にも活用に関して取り上げられるなど、今後の自
助/共助による運用体制の構築に向けた地域展開とな
った。県内外での他地域でも、今後運用体制の構築が
期待できる。
4. 資金獲得
国土交通省近畿地方整備局紀伊山系砂防事務所での
計測業務として、エイト日本技術開発より220万円の
委託費を受け取ることが出来た。また紀南電設社から
はIoTを使った防災/減災研究および教育のために
100万円の寄付金を受領することが出来た。またプラ
スソーシャルインベストメント社およびオービタルエ
ンジニアリング社からは、IoTを使った防災/減災研
究および教育に加え、宇宙関連産業の育成研究や教育
のためにそれぞれ100万円、220万円の寄付金を受領
することが出来た。
図7　Radio Mobileによる受信状況予測
図8　GPS付き防水温湿度気圧計
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